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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

　下層床と折返し床の間の下方空間及び折返し床と上層床との間の上方空間のいずれか一

方に配される階段本体と、

　前記階段本体を回動させて前記下方空間と前記上方空間との間で移動させるための回動

軸とを備え、

　前記階段本体は、前記下方空間に配される状態と前記上方空間に配される状態とにおい

て、平面視において同一箇所に配されることを特徴とする、階段装置。

【請求項２】

　前記階段本体は、前記下方空間に配される状態と前記上方空間に配される状態とにおい

て、上下反転して配されることを特徴とする、請求項１に記載の階段装置。

【請求項３】

　前記階段本体の階段部分は、垂直方向に延びる蹴上部と、前記蹴上部を被覆して前記蹴

上部の両側に水平方向に延びる踏板部とを有することを特徴とする、請求項２に記載の階

段装置。

【請求項４】

　前記階段本体に係合して、前記階段本体の回動を係止する支持部材を備え、

　前記階段本体は、前記支持部材が嵌入される溝部を備え、

　前記支持部材は、前記階段本体の回動経路の外の軸を中心に移動して、前記階段本体の

回動を係止しない非干渉状態と、一部が前記階段本体の回動経路の内に入り前記溝部に挿
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入 さ れ て 前 記 階 段 本 体 の 回 動 を 係 止 す る 干 渉 状 態 と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １

～ ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 階 段 装 置 。

【 請 求 項 ５ 】

　 前 記 階 段 本 体 は 、 使 用 者 が 前 記 回 動 軸 を 中 心 に 前 記 階 段 本 体 を 移 動 さ せ る た め の 握 り 棒

を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 階 段 装 置 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 階 段 と し て 機 能 す る 階 段 装 置 に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 住 宅 に 階 段 を 設 け る 際 に 、 階 段 用 の ス ペ ー ス が 不 十 分 な こ と が あ る 。 特 に 、 直 線 状 の 直

階 段 を 設 け る 長 さ が 不 足 す る こ と が 多 い 。 従 来 、 折 返 し 階 段 （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ）

や 螺 旋 階 段 （ 例 え ば 、 特 許 文 献 ２ 参 照 ） に よ っ て 、 直 階 段 を 設 け る 長 さ の 不 足 に 対 応 し て

い た 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 し か し 、 折 返 し 階 段 や 螺 旋 階 段 は 、 階 段 の 幅 以 上 （ 通 常 は 階 段 の 幅 の ２ 倍 ） の 幅 の ス ペ

ー ス を 必 要 と す る 。 幅 が 不 足 す る ス ペ ー ス に 設 置 す る こ と が 困 難 で あ る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ４ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ ０ － １ ４ ８ ０ ２ ２ 号 公 報

【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ １ ９ － １ ２ ４ １ ０ ４ 号 公 報

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 本 発 明 は 、 直 線 状 の 直 階 段 を 設 け る 長 さ が 不 足 し 、 か つ 、 階 段 の 幅 の ２ 倍 の 幅 を 有 さ な

い ス ペ ー ス に 設 置 し て 、 階 段 と し て 機 能 す る 階 段 装 置 を 提 供 す る こ と を 課 題 と す る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 本 発 明 の 階 段 装 置 は 、

　 下 層 床 と 折 返 し 床 の 間 の 下 方 空 間 及 び 折 返 し 床 と 上 層 床 と の 間 の 上 方 空 間 の い ず れ か 一

方 に 配 さ れ る 階 段 本 体 と 、

　 前 記 階 段 本 体 を 回 動 さ せ て 前 記 下 方 空 間 と 前 記 上 方 空 間 と の 間 で 移 動 さ せ る た め の 回 動

軸 と を 備 え 、

　 前 記 階 段 本 体 は 、 前 記 下 方 空 間 に 配 さ れ る 状 態 と 前 記 上 方 空 間 に 配 さ れ る 状 態 と に お い

て 、 平 面 視 に お い て 同 一 箇 所 に 配 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 こ の 特 徴 に よ れ ば 、 階 段 本 体 を 下 方 空 間 と 上 方 空 間 と に 移 動 し て 使 用 す る こ と で 、 直 階

段 の 半 分 の 長 さ 、 直 階 段 と 同 じ 幅 の ス ペ ー ス の み で 、 階 段 装 置 を 階 段 と し て 使 用 す る こ と

が で き る 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 本 発 明 の 階 段 装 置 は 、

　 前 記 階 段 本 体 は 、 前 記 下 方 空 間 に 配 さ れ る 状 態 と 前 記 上 方 空 間 に 配 さ れ る 状 態 と に お い

て 、 上 下 反 転 し て 配 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 こ の 特 徴 に よ れ ば 、 下 方 空 間 に 配 さ れ る 状 態 と 前 記 上 方 空 間 に 配 さ れ る 状 態 の い ず れ に

お い て も 、 後 述 の よ う に 、 蹴 上 部 と 踏 板 部 を 設 け る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 本 発 明 の 階 段 装 置 は 、
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　 前 記 階 段 本 体 の 階 段 部 分 は 、 垂 直 方 向 に 延 び る 蹴 上 部 と 、 前 記 蹴 上 部 を 被 覆 し て 前 記 蹴

上 部 の 両 側 に 水 平 方 向 に 延 び る 踏 板 部 と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 こ の 特 徴 に よ れ ば 、 蹴 上 部 と 踏 板 部 を 有 し 、 使 い や す い 階 段 と な る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 本 発 明 の 階 段 装 置 は 、

　 前 記 階 段 本 体 に 係 合 し て 、 前 記 階 段 本 体 の 回 動 を 係 止 す る 支 持 部 材 を 備 え 、

　 前 記 階 段 本 体 は 、 前 記 支 持 部 材 が 嵌 入 さ れ る 溝 部 を 備 え 、

　 前 記 支 持 部 材 は 、 前 記 階 段 本 体 の 回 動 経 路 の 外 の 軸 を 中 心 に 移 動 し て 、 前 記 階 段 本 体 の

回 動 を 係 止 し な い 非 干 渉 状 態 と 、 一 部 が 前 記 階 段 本 体 の 回 動 経 路 の 内 に 入 り 前 記 溝 部 に 挿

入 さ れ て 前 記 階 段 本 体 の 回 動 を 係 止 す る 干 渉 状 態 と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 こ の 特 徴 に よ れ ば 、 支 持 部 材 に よ っ て 階 段 本 体 を 係 止 し 、 安 定 し て 使 用 す る こ と が で き

る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 本 発 明 の 階 段 装 置 は 、

　 前 記 階 段 本 体 は 、 使 用 者 が 前 記 回 動 軸 を 中 心 に 前 記 階 段 本 体 を 移 動 さ せ る た め の 握 り 棒

を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 こ の 特 徴 に よ れ ば 、 握 り 棒 を 把 持 す る こ と で 、 階 段 本 体 を 容 易 に 移 動 す る こ と が で き る

。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ １ ６ 】

　 本 発 明 に よ れ ば 、 直 線 状 の 直 階 段 を 設 け る 長 さ が 不 足 し 、 か つ 、 階 段 の 幅 の ２ 倍 の 幅 を

有 さ な い ス ペ ー ス に 設 置 し て 、 階 段 と し て 機 能 す る 階 段 装 置 を 提 供 す る こ と が で き る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ １ ７ 】

【 図 １ 】 図 １ は 、 階 段 装 置 の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。 （ 実 施 例 １ ）

【 図 ２ 】 図 ２ は 、 階 段 装 置 の 構 成 を 示 す 側 面 図 で あ る 。 （ 実 施 例 １ ）

【 図 ３ 】 図 ３ は 、 階 段 装 置 の 配 置 を 示 す 図 で あ る 。 （ 実 施 例 １ ）

【 図 ４ 】 図 ４ は 、 踏 板 部 と 蹴 上 部 の 構 造 を 示 す 図 で あ る 。 （ 実 施 例 １ ）

【 図 ５ 】 図 ５ は 、 支 持 部 材 の 動 作 を 示 す 図 で あ る 。 （ 実 施 例 １ ）

【 図 ６ 】 図 ６ は 、 階 段 装 置 の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。 （ 実 施 例 ２ ）

【 図 ７ 】 図 ７ は 、 階 段 装 置 の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。 （ 実 施 例 ３ ）

【 図 ８ 】 図 ８ は 、 階 段 装 置 の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。 （ 実 施 例 ４ ）

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 実 施 例 １ 】

【 ０ ０ １ ８ 】

　 図 １ は 、 階 段 装 置 の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。 階 段 装 置 １ は 、 階 段 本 体 ２ を 備 え 、 軸 受 け ３

及 び 支 持 部 材 ４ が 設 け ら れ て い る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 階 段 本 体 ２ に は 、 踏 板 部 ２ １ 及 び 蹴 上 部 ２ ２ が 交 互 に 設 け ら れ た 階 段 部 、 側 板 ２ ３ 、 回

動 軸 ２ ４ 、 握 り 棒 ２ ５ 及 び 溝 部 ２ ６ が 備 え ら れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 側 板 ２ ３ は 、 階 段 部 の 側 面 の 板 で あ る が 、 突 出 部 が あ り 、 突 出 部 の 先 端 に 回 動 軸 ２ ４ が

配 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 回 動 軸 ２ ４ は 、 階 段 本 体 を 回 動 さ せ る た め の 軸 で あ り 、 壁 面 に 設 け ら れ た 軸 受 け ３ に 把

持 さ れ て 、 固 定 さ れ た 位 置 に 配 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】
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　 握 り 棒 ２ ５ は 、 階 段 本 体 ２ を 移 動 さ せ る た め に 把 持 す る 棒 で あ る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 溝 部 ２ ６ は 、 支 持 部 材 ４ を 嵌 入 さ せ る た め の 溝 で あ る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 支 持 部 材 ４ は 、 階 段 本 体 ２ に 対 し て 側 板 ２ ３ 側 の 壁 面 に 設 け ら れ 、 壁 面 に 固 定 さ れ た 回

転 軸 ４ １ を 中 心 に 回 転 し 、 そ の 回 転 に よ っ て 移 動 す る 嵌 入 棒 ４ ２ が 溝 部 ２ ６ に 嵌 入 さ れ る

。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 図 １ は 、 階 段 本 体 ２ が 折 返 し 床 ５ と 上 層 床 ７ の 間 の 上 方 空 間 ７ １ に 存 す る 状 態 を 示 し た

も の で あ る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 図 ２ は 、 階 段 装 置 の 構 成 を 示 す 側 面 図 で あ る 。 階 段 装 置 １ を 側 面 か ら 見 た 図 で あ る 。 図

２ （ Ａ ） は 、 図 １ と 同 様 に 階 段 本 体 ２ が 折 返 し 床 ５ と 上 層 床 ７ の 間 の 上 方 空 間 ７ １ に 存 す

る 状 態 を 示 し た も の で あ る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 図 ２ （ Ｂ ） は 、 階 段 本 体 ２ が 折 返 し 床 ５ と 下 層 床 ６ の 間 の 下 方 空 間 ６ １ に 存 す る 状 態 を

示 し た も の で あ る 。 回 動 軸 ２ ４ を 中 心 に 階 段 本 体 ２ を 回 動 さ せ て 、 図 ２ （ Ａ ） の 状 態 と 図

２ （ Ｂ ） の 状 態 と の 両 方 を 実 現 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 図 ３ は 、 階 段 装 置 の 配 置 を 示 す 図 で あ る 。 図 ２ （ Ａ ） の 状 態 と 図 ２ （ Ｂ ） の 状 態 と を １

つ の 図 で 示 し た も の で あ る 。 図 ２ （ Ａ ） と 図 ２ （ Ｂ ） に お け る 回 動 軸 ２ ４ が 同 一 の 箇 所 に

描 か れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 折 返 し 床 ５ の 下 方 に 下 層 床 ６ が あ り 、 折 返 し 床 ５ の 上 方 に 上 層 床 ７ が あ る 。 折 返 し 床 ５

と 下 層 床 ６ と の 間 の 空 間 が 下 方 空 間 ６ １ で あ り 、 折 返 し 床 ５ と 上 層 床 ７ と の 間 の 空 間 が 上

方 空 間 ７ １ で あ る 。 階 段 本 体 ２ は 、 回 動 軸 ２ ４ を 中 心 に 回 動 し て 、 上 方 空 間 ７ １ に 配 置 さ

れ る こ と （ 図 に 、 符 号 ２ ａ で 示 す ） も 下 方 空 間 ６ １ に 配 置 さ れ る こ と （ 図 に 、 符 号 ２ ｂ で

示 す ） も で き る 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 使 用 者 は 、 握 り 棒 ２ ５ を 把 持 し て 階 段 本 体 ２ を 移 動 （ 回 動 軸 ２ ４ を 中 心 に 回 動 ） さ せ 、

図 に お け る ２ ａ の 配 置 と ２ ｂ の 配 置 と を 切 り 替 え る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 以 上 の 階 段 本 体 ２ を 移 動 に 必 要 な ス ペ ー ス は 、 図 示 さ れ た 向 き に は 、 回 動 軸 を 中 心 に 階

段 本 体 ２ が ２ ａ の 配 置 か ら ２ ｂ の 配 置 に 向 け て 反 時 計 回 り に 回 動 で き る ス ペ ー ス （ 握 り 棒

２ ５ が 突 出 し て い る 分 を 除 き 、 ２ ａ の 配 置 の 及 び ２ ｂ の 配 置 の 階 段 本 体 ２ を 外 包 す る 矩 形

（ 長 辺 が 図 に お い て 垂 直 方 向 、 短 辺 が 図 に お い て 水 平 方 向 ） の ス ペ ー ス で 十 分 で あ り 、 図

面 鉛 直 方 向 に は 階 段 本 体 ２ の 幅 で 十 分 で あ る 。 直 線 状 の 直 階 段 を 設 け る 長 さ が 不 足 し 、 か

つ 、 階 段 の 幅 の ２ 倍 の 幅 を 有 さ な い ス ペ ー ス （ 直 階 段 の 半 分 の 長 さ に 握 り 棒 ２ ５ が 突 出 し

て い る 分 の 長 さ を 加 え た 長 さ 、 階 段 装 置 ２ と 同 一 の 幅 の ス ペ ー ス ） に 、 階 段 装 置 １ を 設 置

し 、 階 段 と し て 使 用 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 使 用 者 は 、 折 返 し 床 ５ と 上 層 床 ７ と の 間 を 移 動 す る 際 に は ２ ａ の 配 置 と し 、 折 返 し 床 ５

と 下 層 床 ６ と の 間 を 移 動 す る 際 に は ２ ｂ の 配 置 と し 、 握 り 棒 ２ ５ を 把 持 し て ２ ａ の 配 置 と

２ ｂ の 配 置 と を 切 り 替 え る こ と で 、 上 層 床 ７ と 下 層 床 ６ と の 間 を 階 段 に よ っ て 上 下 す る こ

と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 図 ４ は 、 踏 板 部 と 蹴 上 部 の 構 造 を 示 す 図 で あ る 。 図 ４ （ ａ ） は 図 ３ に お け る ２ ａ の 配 置

、 図 ４ （ ｂ ） は 図 ３ に お け る ２ ｂ の 配 置 を 示 す 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 図 ４ （ ａ ） に お い て 、 踏 板 部 ２ １ ａ が 水 平 方 向 に 延 び 、 蹴 上 部 ２ ２ ａ を 被 覆 し て い る 。
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蹴 上 部 ２ ２ ａ が 踏 板 部 ２ １ ａ を 超 え て 上 方 に 突 出 し て い な い 。 図 ４ （ ｂ ） に お い て も 、 踏

板 部 ２ １ ｂ が 水 平 方 向 に 延 び 、 蹴 上 部 ２ ２ ｂ を 被 覆 し て い る 。 蹴 上 部 ２ ２ ｂ が 踏 板 部 ２ １

ｂ を 超 え て 上 方 に 突 出 し て い な い 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

こ れ は 、 階 段 本 体 ２ が 、 ２ ａ の 配 置 と ２ ｂ の 配 置 と で 上 下 反 転 し て お り 、 踏 板 部 ２ １ ａ の

裏 面 が 蹴 上 部 ２ ２ ｂ を 、 蹴 上 部 ２ ２ ａ の 裏 面 が 踏 板 部 ２ ２ ｂ を 構 成 し て い る こ と に よ っ て

実 現 さ れ る 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 図 ５ は 、 支 持 部 材 の 動 作 を 示 す 図 で あ る 。 図 ５ （ Ａ ） に は 、 階 段 本 体 ２ を 回 動 軸 ２ ４ を

中 心 に 回 動 さ せ て い る 状 態 、 図 ５ （ Ｂ ） に は 、 階 段 本 体 ２ の 回 動 を 終 え て 階 段 本 体 ２ を 係

止 さ さ て い る 状 態 を 示 す 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 支 持 部 材 ４ は 、 壁 面 に 固 定 さ れ た 回 転 軸 ４ １ を 中 心 に 回 転 す る 。 回 転 軸 ４ １ は 階 段 本 体

２ の 回 動 経 路 の 外 に 設 け ら れ て い る 。 図 ５ （ Ａ ） の 状 態 で は 、 支 持 部 材 ４ は 、 側 板 ２ ３ に

押 さ れ て 階 段 本 体 ２ の 回 動 経 路 の 外 に 位 置 し 、 階 段 本 体 ２ と 干 渉 せ ず 、 階 段 本 体 ２ の 回 動

を 係 止 し な い 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 図 ５ （ Ｂ ） の 状 態 で は 、 支 持 部 材 ４ の 自 重 に よ り 、 支 持 部 材 が 回 転 し て 嵌 入 棒 ４ ２ が 溝

部 ２ ６ に 挿 入 さ れ る 。 す な わ ち 、 嵌 入 棒 ４ ２ （ 支 持 部 材 ４ の 一 部 ） が 階 段 本 体 ２ の 回 動 経

路 の 内 に 移 動 す る 。 そ の 結 果 、 嵌 入 棒 ４ ２ が 階 段 本 体 ２ （ 側 板 ２ ３ の 溝 部 ２ ６ の 周 縁 部 ）

と 干 渉 し 、 階 段 本 体 ２ の 回 動 が 係 止 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 階 段 本 体 ２ の 位 置 が 安 定 す る 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 支 持 部 材 ４ （ 嵌 入 棒 ４ ２ ） の 位 置 を 設 計 し 、 階 段 本 体 ２ の 回 動 停 止 位 置 を 定 め る こ と が

で き る 。 こ れ に よ り 、 階 段 本 体 ２ を 使 用 に 適 し た 位 置 に 係 止 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 以 上 詳 細 に 説 明 し た よ う に 、 本 実 施 例 の 階 段 装 置 １ は 、 階 段 本 体 ２ を 回 動 軸 ２ ４ の 中 心

に 回 動 さ せ る こ と で 、 階 段 の 幅 の ２ 倍 の 幅 を 有 さ な い ス ペ ー ス に 、 階 段 装 置 １ を 設 置 し て

階 段 と し て 使 用 す る こ と が で き る 。 ま た 、 踏 板 部 ２ １ が 水 平 方 向 に 延 び 蹴 上 部 ２ ２ ａ を 被

覆 し て い る 状 態 を 階 段 装 置 １ の 回 動 に よ ら ず に 保 つ こ と が で き る 。 さ ら に 、 支 持 部 材 ４ に

よ っ て 、 階 段 本 体 ２ の 位 置 を 安 定 さ せ る こ と が で き る 。

【 実 施 例 ２ 】

【 ０ ０ ４ １ 】

　 本 実 施 例 は 、 実 施 例 １ に 示 し た 階 段 装 置 １ に 微 小 な 変 更 を 加 え る も の で あ る 。 以 下 に 説

明 す る

相 違 点 と し て 説 明 す る 箇 所 を 除 き 、 実 施 例 １ と 同 様 で あ り 、 詳 細 な 説 明 を 省 略 す る 。

【 ０ ０ ４ ２ 】

　 図 ６ は 、 階 段 装 置 の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。 回 動 軸 ２ ４ に 対 し て 、 階 段 本 体 ２ の 逆 側 に 釣

合 錘 ８ が 設 け ら れ て い る 。 回 動 軸 ２ ４ 周 り に は 階 段 本 体 ２ の 重 量 に よ っ て 回 転 モ ー メ ン ト

が 発 生 す る が 、 そ の 回 転 モ ー メ ン ト を 小 さ く し て 、 回 動 軸 ２ ４ の 負 荷 を 緩 和 し 、 階 段 本 体

２ の 配 置 を 安 定 さ せ る も の で あ る 。

【 ０ ０ ４ ３ 】

　 以 上 説 明 し た よ う に 、 本 実 施 例 の 階 段 装 置 １ は 、 釣 合 錘 ８ に よ っ て 、 回 転 モ ー メ ン ト を

小 さ く し て 、 回 動 軸 ２ ４ の 負 荷 を 緩 和 し 、 階 段 本 体 ２ の 配 置 を 安 定 さ せ る こ と が で き る 。

【 実 施 例 ３ 】

【 ０ ０ ４ ４ 】

　 本 実 施 例 も 、 実 施 例 １ に 示 し た 階 段 装 置 １ に 微 小 な 変 更 を 加 え る も の で あ る 。 以 下 に 説

明 す る

相 違 点 と し て 説 明 す る 箇 所 を 除 き 、 実 施 例 １ と 同 様 で あ り 、 詳 細 な 説 明 を 省 略 す る 。 な お

、 か か る 変 更 は 、 実 施 例 ２ に 示 し た 階 段 装 置 １ に も 適 用 で き る 。

【 ０ ０ ４ ５ 】
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　 図 ７ は 、 階 段 装 置 の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。 階 段 本 体 ２ の 形 状 が 実 施 例 １ と 相 違 し 、 実 施

例 １ で は 鉛 直 に 立 っ て い た 蹴 上 部 ２ ２ が 、 斜 め に な っ て い る 。 か か る 形 状 で あ っ て も 、 階

段 本 体 ２ を 回 動 軸 ２ ４ を 中 心 に 回 動 し て 、 上 方 空 間 ７ １ に 配 置 す る こ と （ 図 ３ に 、 符 号 ２

ａ で 示 す 状 態 、 本 図 と 同 様 ） と 、 下 方 空 間 ６ １ に 配 置 す る こ と （ 図 ３ に 、 符 号 ２ ｂ で 示 す

状 態 ） と 、 両 方 の 状 態 を 実 現 で き る 。

【 ０ ０ ４ ６ 】

　 こ こ で 、 ２ つ の 状 態 を 変 換 す る 時 に 階 段 本 体 ２ を 回 動 軸 ２ ４ を 中 心 に 回 動 さ せ る 角 度 が

実 施 例 １ で は ９ ０ 度 で あ る が 、 本 実 施 例 で は そ れ よ り も 大 き い 。 そ の 角 度 に 合 わ せ て 、 回

動 軸 ２ ４ の 位 置 を 設 計 す る 。

【 ０ ０ ４ ７ 】

　 な お 、 図 で は 鈍 角 の 蹴 上 部 ２ ２ の 踏 板 部 ２ １ に 対 す る 角 度 を 鋭 角 と し て も よ い 。 そ の 場

合 に は 、 階 段 本 体 ２ を 回 動 軸 ２ ４ を 中 心 に 回 動 さ せ る 角 度 は ９ ０ 度 よ り も 小 さ な も の と な

る 。

【 ０ ０ ４ ８ 】

以 上 説 明 し た よ う に 、 本 実 施 例 の 階 段 装 置 １ は 、 蹴 上 部 ２ ２ の 踏 板 部 ２ １ に 対 す る 角 度 を

調 整 し て 、 使 用 者 の 嗜 好 に 合 わ せ た 意 匠 性 を 持 た せ る こ と が で き る 。

【 実 施 例 ４ 】

【 ０ ０ ４ ９ 】

　 本 実 施 例 も 、 実 施 例 １ に 示 し た 階 段 装 置 １ に 微 小 な 変 更 を 加 え る も の で あ る 。 以 下 に 説

明 す る

相 違 点 と し て 説 明 す る 箇 所 を 除 き 、 実 施 例 １ と 同 様 で あ り 、 詳 細 な 説 明 を 省 略 す る 。 な お

、 か か る 変 更 は 、 実 施 例 ２ 及 び ３ に 示 し た 階 段 装 置 １ に も 適 用 で き る 。

【 ０ ０ ５ ０ 】

　 図 ８ は 、 階 段 装 置 の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。 回 動 軸 ２ ４ が 、 折 返 し 床 ５ の 近 傍 に 設 け ら れ

て い る 。 回 動 軸 ２ ４ に 繋 が る 側 板 ２ ３ を コ ン パ ク ト な 構 成 と す る こ と が で き る 。 か か る 構

成 で あ っ て も 、 階 段 本 体 ２ を 回 動 さ せ て 、 下 方 空 間 ６ １ 及 び 上 方 空 間 ７ １ の 両 方 に 配 置 す

る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ５ １ 】

　 こ こ で 、 階 段 本 体 ２ は 、 下 方 空 間 ６ １ に 配 置 さ れ る 場 合 と 上 方 空 間 ７ １ に 配 置 さ れ る 場

合 と で 上 下 反 転 し な い 。 踏 板 部 ２ １ と 蹴 上 部 ２ ２ を 実 施 例 １ と 同 様 に 構 成 す る と 、 い ず れ

か 一 方 の 場 合 に 蹴 上 部 ２ ２ が 踏 板 部 ２ １ 上 方 に 突 起 し て し ま う 。 こ の 問 題 を 回 避 す る た め

、 踏 板 部 （ 一 方 の 状 態 で 踏 板 部 と な り 他 方 の 状 態 で 蹴 上 部 と な る ） を 蹴 上 部 の 両 側 に 延 ば

さ ず 片 側 の み に 延 ば す こ と と な る 。

【 ０ ０ ５ ２ 】

以 　 上 説 明 し た よ う に 、 本 実 施 例 の 階 段 装 置 １ は 、 。 回 動 軸 ２ ４ を 折 返 し 床 ５ の 近 傍 に 設

け る こ と だ 、 側 板 ２ ３ を コ ン パ ク ト な 構 成 と す る こ と が で き る 。 た だ し 、 踏 板 部 ２ １ と 蹴

上 部 ２ ２ と の 構 造 に は 制 約 が あ り 、 こ れ に 留 意 す る 必 要 が あ る 。

【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】

【 ０ ０ ５ ３ 】

　 直 線 状 の 直 階 段 を 設 け る 長 さ が 不 足 し 、 か つ 、 階 段 の 幅 の ２ 倍 の 幅 を 有 さ な い ス ペ ー ス

に 設 置 し て 、 階 段 と し て 機 能 す る 階 段 装 置 で あ る 。 多 く の 建 設 業 者 に よ る 利 用 が 考 え ら れ

る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ５ ４ 】

１ 　 　 　 階 段 装 置

２ 　 　 　 階 段 本 体

２ １ 　 　 踏 板 部

２ ２ 　 　 蹴 上 部

２ ３ 　 　 側 板

２ ４ 　 　 回 動 軸
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２ ５ 　 　 握 り 棒

２ ６ 　 　 溝 部

３ 　 　 　 軸 受 け

４ 　 　 　 支 持 部 材

４ １ 　 　 回 転 軸

４ ２ 　 　 嵌 入 棒

５ 　 　 　 折 返 し 床

６ 　 　 　 下 層 床

６ １ 　 　 下 方 空 間

７ 　 　 　 上 層 床

７ １ 　 　 上 方 空 間

８ 　 　 　 釣 合 錘

【 要 約 】 　 　 　 （ 修 正 有 ）

【 課 題 】 直 線 状 の 直 階 段 を 設 け る 長 さ が 不 足 し 、 か つ 、 階 段 の 幅 の ２ 倍 の 幅 を 有 さ な い ス

ペ ー ス に 設 置 し て 、 階 段 と し て 機 能 す る 階 段 装 置 を 提 供 す る 。

【 解 決 手 段 】 下 層 床 ６ と 折 返 し 床 ５ の 間 の 下 方 空 間 ６ １ 及 び 折 返 し 床 ５ と 上 層 床 ７ と の 間

の 上 方 空 間 ７ １ の い ず れ か 一 方 に 配 さ れ る 階 段 本 体 と 、 階 段 本 体 を 回 動 さ せ て 下 方 空 間 ６

１ と 上 方 空 間 ７ １ と の 間 で 移 動 さ せ る た め の 回 動 軸 ２ ４ と を 備 え 、 階 段 本 体 は 、 下 方 空 間

６ １ に 配 さ れ る 状 態 と 上 方 空 間 ７ １ に 配 さ れ る 状 態 と に お い て 、 平 面 視 に お い て 同 一 箇 所

に 配 さ れ る 。

【 選 択 図 】 図 ３

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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